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【EMD.GR.JP 掲載のニュース】 
（10 月 8 日～11 月 1 日分） 
 
 
総務省、9 月末のインターネット

利用者数を発表 
 
 総務省は、2002 年 9 月末の時点でのインタ

ーネット接続サービスの利用者数速報を発表

した。 
 
 いわゆるブロードバンドの利用者数として

は、CATV インターネットが 180 万人、DSL
が 4,223,216 人、FTTH が 114,608 人となっ

ている。 
 
 DSL の加入者が前月から 31 万増やし相変

わらずブロードバンドの牽引役になってい

る。一方、CATV インターネットは 4.2 万の

増加となり月ごとの浮き沈みが激しい。また、

FTTH は初めて 10 万を突破した。 
 
 その他のトピックとしては、電話回線等を

利用したダイアルアップ型接続によるインタ

ーネット接続サービスの加入者数（発表は指

数）が初めて減少に転じている。 
（11/1） 

 
 
Wi-Fi Alliance、無線 LAN 向けセ

キュリティの新方式「WPA」を発

表 
 
 無線 LAN 製品の相互接続性を確認する業

界団体 Wi-Fi Alliance は、新たな無線 LAN
向けセキュリティ方式「Wi-Fi Protected 
Access（WPA）」を発表した。 
 
 WPA は、現行の暗号化技術 WEP（Wired 
Equivalent Privacy）を置き換えるもので、

より安全性が高いとしている。 
 
 WPA に対応し相互接続試験に合格したこ

とを示す「Wi-Fi CERTIFIED」ロゴ付きの

製品は、2003 年の第 1 四半期中に登場する見

通し。 
 
 現在市場に出回っている無線 LAN 製品で

も利用できるよう設計してあり、ほとんどの

ベンダーは現行の Wi-Fi CERTIFIED 製品向

けのアップデート用ファームウエアやソフト

ウェアをリリースすると予想している。 
（11/1） 

東芝、SD Audio 対応の PDA を発

表 
 
 東芝は、XScale PXA250/400MHz、4 イン

チ液晶搭載の Pocket PC、「GENIO e」シリ

ーズの新モデル「GENIO e550GX」「GENIO 
e550GS」を発表した。 
 
 「GENIO e550GX」は、RAM を 128M バ

イト搭載したモデル。「GENIO e550GS」は、

標準でリモコン付きイヤホンが装備されたモ

デルで RAM は 64M バイト搭載。 
 
 両モデルとも Pocket PC では初めて、SD
カードに記録された著作権保護付き AAC、

MP3形式に対応したSD-Audio再生専用ソフ

ト「SD Audio Player」が搭載される。 
 
 標準の拡張機能として、CF-II（コンパクト

フラッシュ TMTYPE II）と SD（SDIO）の

2 スロットを内蔵。また、本体背面に、取り

付け可能な拡張ユニットとしてバッテリ拡張

ユニット、PC カード拡張ユニットを用意。

さらに無線 LAN 拡張ユニットも追加予定

（2002 年 12 月下旬発売予定）。 
 
 大きさはいずれも 125mm×76.5mm×

15.9mm、重さは約 170g。 
 
 「GENIO e550GS」は 2002 年 11 月 7 日、

「GENIO e550GX」は 11 月末発売予定で、

価格はいずれもオープン。 
（11/1） 

 
 
三菱電機など、準天頂衛星システ

ムの事業化を目指す新会社を設立 
 
 三菱電機、日立製作所、伊藤忠商事、ＮＥ

Ｃ東芝スペースシステム及びトヨタ自動車

は、準天頂衛星システムの開発・利用の推進

を図るために 2002 年 11 月 1 日に新会社を設

立することに合意したと発表した。 
 
 準天頂衛星システムは、複数の人工衛星を

組み合わせてサービスエリアの天頂付近に、

常に少なくとも 1 機の衛星を配置できるシス

テム。  
 高仰角であるため、建物等による遮断が少

なく、トンネル内などを除き 100％に近い割

合でサービスエリアをカバーすることができ

ることから、高品質な移動体データ通信（数

Mbps の通信速度）や放送、測位などが可能

になる。 
 
 新会社名は新衛星ビジネス株式会社。準天

頂衛星の強みを活かしたサービス内容を検討

していく。 
 
 更に、現在整備を計画している準天頂衛星

システムは、その軌道の特性上、3 機の衛星

が北半球上と南半球上とに順次飛来すること

から、日本以外にも東アジアやオセアニアな

どの地域へサービスを提供することも可能で

あり、将来的には各種サービスを広く海外で

展開していくことも検討していくとしてい

る。 
（10/31） 

 
 
ケンウッド、外付け NetMD ドラ

イブを発表 
 
 ケンウッドは、ネットワークオーディオプ

ロダクトの商品展開の一環として、PC 内の

音楽データを高速でMDに転送できるコンパ

クトサイズの外付け Net MD ドライブ

「DM-1NET」を発売すると発表した。 
 
 「DM-1NET」は縦置き・横置き可能なコ

ンパクト設計。また、ケンウッドの開発した

音楽管理アプリケーションソフト「Mulia（ミ

ューリア）」が付属する。 
 
 インターフェースは USB1.1。MD の LP4
相当で保存されている音楽データを最大 32
倍速で、LP2 相当で保存されている楽曲なら

ば最大 16 倍速で MD に転送できる。パソコ

ンと接続しなくても、アンプ内蔵のスピーカ

ーと接続して単独で MD の再生が可能。 
 
 Mulia は CDDB 接続機能を搭載し、CD を

読み込めばアルバム名/曲名/アーティスト名

の CD 情報をインターネットからダウンロー

ドし、アルバム別/アーティスト別に管理する

ことができる。  
 また、ハードディスク内の圧縮音楽データ

を高音質再生する Supreme2 も搭載し、デー

タの圧縮によって失われる高音域の周波数を

推測し補間することで、ハードディスク内の

ATRAC3/MP3 音楽データをより原音に近い

音質で再現する。 
 
 2002 年 11 月下旬発売予定で価格はオープ
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（10/31） 

 
 
クリエイティブ、HDD オーディ

オプレーヤーを発表 
 
 クリエイティブメディアは、10GB の HDD
を内蔵した音楽プレーヤー「 Creative 
NOMAD Jukebox 2」を 11 月上旬より発売す

ると発表した。 
 
 「Creative NOMAD Jukebox 2」は MP3、
WMA（Windows Media Audio ）、WAV に
対応。最新の Windows Media Audio 9 にも

対応予定で、著作権保護（DRM)付コンテン

ツの転送、再生にも対応している。  
 10GB のハードディスク搭載、USB1.1/2.0
インターフェースを採用しており、オーディ

オデータの高速転送が可能となっている。専

用リチウムイオンバッテリーを採用し、約 4
時間の充電で最大 16 時間の連続再生が可能。 
 
 緑色バックライト付き液晶ディスプレイ

（解像度 132×64 ピクセル）は日本語表示が

可能。スクローラにより簡単操作を実現して

いる。サイズは約 123×130×32mm、249g。 
 
 音楽作成 / 再生統合ソフト「 Creative 
PlayCenter」が付属し、Creative AudioSync
機能により、Jukebox 2 本体とパソコンの音

楽データの同期が可能となっている。  
 また、データ転送ソフト「FileManager」
により、音楽データ以外のデータを Jukebox 
2 本体に転送、データ記録媒体として使うこ

ともできる。  
 対 応 OS は 、 Microsoft Windows 
98SE/Me/2000 Professional/XP。 
 
 価格はオープンプライスだが、推定小売価

格は 29,800 前後としている。 
（10/30） 

 
 
米 RealNetworks、「Helix DNA 
Client」のソースコードを公開 
 
 米 RealNetworks は、オープン・ソースの

マルチメディア再生ソフト「Helix DNA 
Client」を公開したと発表した。 
 
 RealNetworks が 2002 年 7 月に「Helix 

Platform」とともに発表したソースコード公

開の取り組み「Helix Community」のもとで

提供される初めてのソースコードとなる。 
 
 「Helix DNA」は Helix Platform の中枢部

分にあたり、今回公開した Helix DNA Client
はプレーヤーのソースコードとなり、マルチ

メディア再生ソフト「RealOne Player」の中

核エンジンに当たる。 
 
 Helix DNA Client は、非営利目的向けの

「 RealNetworks Public Source License 
(RPSL)」と商用目的向けの「RealNetworks 
Community Source License (RCSL)」という

Helix Community による 2 つのライセンス

体系で提供される。 
 
 Helix DNA Client を RealAudio と

RealVideo のコーデックなしに配布したい企

業や個人は、最初の 100 万ユニットまでは無

料で配布でき、それ以上配布する場合には 1
ユニット当たり 0.1 ドル徴収する。また、

RealAudio と RealVideo コーデック付で配布

する場合には Wintel ベースプラットフォー

ム向けに対しては 1 ユニット当たり 0.25 ド

ル、Wintel 以外のプラットフォームに対して

は 1 ユニット当たり 0.25 ドル（上限年間 100
万ドル）となる。 
 
 また現在 12 のプロジェクトが活動してお

り、まもなく Palm OS や Symbian OS への

ポーティングや「Mozilla」「Opera」向けの

プラグインが登場するという。 
 
 さらに、NEC、Nokia、Acer、日立、Philips、
TI などの家電企業が Helix DNA Client をラ

イセンスしたことも発表している。 
（10/30） 

 
 
Sigmatel 、 同 社 技 術 が

SONICblue の Rio に採用された

と公表 
 
 米 Sigmatel は、同社のデコーダ技術

「D-Major」が SONICblue の Rio の新シリ

ーズ Rio S50、Rio S10、Rio Sport S30S、Rio 
Sport S35S に採用されたと公表した。 
 
 D-Major は、MP3 プレーヤーや PDA、携

帯電話など携帯型の端末向けに高音質のオー

ディオ再生機能を提供するオーディオデコー

ダーソリューション。 
 
 SONICblue では、Rio の新シリーズにおい

て、低消費電力、低価格、S/N 比 90dB 以上

の高音質、小型プレーヤーを実現するワンチ

ップデザインといった特徴から Sigmatel の

D-Major を採用したとしている。 
（10/29） 

 
 
ビクター、ディスクメディアの音

質向上技術を発表 
 
 日本ビクターとビクターエンタテインメン

トは、CD や DVD オーディオなどのデジタル

オーディオディスクの制作過程において、音

質向上を図る新技術「エンコード K2（ENC 
K2）」を開発したと発表した。 
 
 「ENC K2」は、独自の音質向上技術「K2 
テクノロジー」を CD フォーマットエンコー

ダープロセスに組み込むことに成功したも

の。 
 
 通常、CD 制作におけるカッティング工程

は、主に「マスターテープ再生」→「CD フ

ォーマットエンコーダー」→「レーザーカッ

ティング」の 3 つのプロセスで構成される。 
 
 これまで、独自の音質向上技術「K2 テク

ノロジー」をベースに、CD カッティング工

程の各プロセスに、マスターテープに係わる

音質変化を除去する「Digital K2」や、レー

ザーカッティングの精度、純度を高める「K2
レーザーカッティング（K2 LC）」等の音質向

上技術を開発、導入してきた。 
 
 今回開発した「ENC K2」は、CD ソフト

制作過程におけるフォーマットエンコーダー

プロセスで発生する、デジタル信号伝送系に

係わる音質変化要因（誤差・歪み・ノイズ）

を除去し、オリジナルマスターに限りなく近

い高品位・高音質化を実現するもので、CD
制作におけるカッティング工程全てに一貫し

た音質向上プロセス（Full Code Transfer 
System）を確立したことになる。 
 
 ビクターエンタテインメントでは、この技

術を 11 月 13 日発売開始のコピーコントロー

ル CD（CCCD）にも採用し、ロゴマークを

オリジナルマスターに限りなく近い音質を実

現した証しとして商品に表示するとしてい
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（10/29） 

 
 
ク リ エ イ テ ィ ブ 、 Creative 
NOMAD Jukebox 専用 FM ワイ

ヤードリモコンを発表 
 
 クリエイティブメディアは、Creative 
NOMAD Jukebox3 / NOMAD Jukebox Zen 
用 FM ワイヤードリモコンをオンラインシ

ョップにて 2002 年 11 月 1 日より販売予約を

開始すると発表した。 
 
 日本語で曲名表示が可能な青色バックライ

ト付き液晶ディスプレイを搭載、マイクロフ

ォンと FM チューナーも内蔵し、リモコンを

マイクにしてボイス録音を行ったり、FM ラ
ジオ放送を聴くこともできる。 
 
 オンライン販売価格は 6,980 円。 

（10/28） 
 
 
中部電力、FTTH 事業サービスの

メニューとキャンペーン内容を発

表 
 
 中部電力ひかりネット・カンパニーは、

2002 年 11 月 27 日から事業開始を予定して

いる FTTH サービス「commuf＠（コミュフ

ァ）」の料金やサービス提供条件を定めた契約

約款を、総務大臣へ届出したと発表した。 
 
 コミュファのサービスメニューは全部で 5
タイプ。一般家庭用の「コミュファ・ホーム」

では、月額 5,800 円の「エコノミー」と「ス

タンダード」の 2 つのメニューがあり、いず

れも最大 100Mbps の通信速度に変わりはな

いが、「スタンダード」ではメールアカウント

が 5 個、ホームページ容量が 50MB、「エコノ

ミー」ではメールアカウント 1 個のみ提供さ

れる。 
 
 集合住宅向けの「コミュファ・マンション」

では、建物の構造により異なる方式が提供さ

れ、棟内を電話のメタルケーブルで配線し、

通信速度が最大 50Mbps の「タイプ V」（月

額 4,500 円）と、各戸まで光ファイバを引き

込み、最大 100Mbpsの「タイプL」（月額 3,800
円）の 2 タイプ。そのほか、100Mbps の通信

速度を持ち、接続端末数やメールボックス容

量を拡大したオフィス向けの「コミュファ・

オフィス」（月額 10,500 円）も用意される。 
 
 初期費用はコミュファ・ホームとコミュフ

ァ・オフィスは 25,000 円、コミュファ・マン

ションではタイプ V が 18,000 円、タイプ L
が 12,000 円となる。 
 
 なお、サービスに開始に先立ってプレセー

ルキャンペーンを実施。2002 年 11 月 1 日か

らサービス開始の 11 月 26 日までに申し込み

をし、2003 年 3 月 31 日までにサービス提供

を開始するユーザーに対し月額使用料を 1 カ

月無料とする。さらに、導入にあたって工事

日を平日昼間に設定すると初期費用を

10,000 円割り引くとしている。 
（10/25） 

 
 
「相鉄ワイヤレスインターネッ

ト」と「NeoMobile」、相互乗り入

れを発表 
 
 相模鉄道とエヌ・ティ・ティ  エムイー

（NTT-ME）は、無線 LAN インターネット

アクセストライアル「相鉄ワイヤレスインタ

ーネット（相模鉄道）」と「 NeoMobile
（NTT-ME）」について、2002 年 10 月 23 日

よりアクセスポイントエリアの相互乗り入れ

を行うと発表した。 
 
 相 鉄 ワ イ ヤ レ ス イ ン タ ー ネ ッ ト 、

NeoMobileどちらかのトライアルに登録され

たモニタは、両トライアルが提供するすべて

のアクセスポイントで、インターネットアク

セスが可能となる。 
 
 これにより、駅構内および駅前のカフェ、

飲食店等に利用エリアが拡大し、モニタは、

駅構内での PDA 端末を利用したメールの確

認やカフェでのノートパソコンでインターネ

ットアクセスしながらの資料作成など、状況

に応じた利用ができるようになる。 
 
 実施期間 2002 年 12月中までを予定してお

り、両トライアルで利用されるモニタは、合

計約 1,300 人が想定されるとしている。 
（10/24） 

 
 
 
 

NTT-BP、「無線 LAN 倶楽部」の

トライアルを延長 
 
 NTT ブロードバンドプラットフォーム

（NTT-BP）は、サービス試験実施中の「無

線 LAN 倶楽部」のトライアル期間を 1 カ月

程度延長すると発表した。 
 
 「無線 LAN 倶楽部」は、PDA 向けに

IEEE802.11b、PC 向けに HiSWANa を採用。

それぞれ最大 11Mbps、36Mbps の通信環境

を提供する。 
 
 当初予定していたトライアル期間の終了期

日（10 月 31 日）が差し迫っていたが、本格

サービス提供までさらに準備期間を要するこ

とからトライアル期間の延長を決定したとし

ている。 
 
 期間延長にあたり、モニタ利用内容等の変

更はないが、「モニタ規約」のモニタ期間に関

する内容を修正している。また、貸出モニタ

への貸出機器についても継続して利用でき

る。 
 
 なお、年内のサービス本格化を目途に各種

準備を進めており、決定次第、改めて案内す

るとしている。 
（10/24） 

 
 
「Yahoo! BB モバイル」、ルノアー

ルでも試験サービスを開始 
 
 銀座ルノアールとソフトバンク・グループ

2 社（ビー・ビー・テクノロジー、ヤフー）

は、喫茶室ルノアール店舗における、モバイ

ル・ブロードバンドコミュニケーション事業

「Yahoo! BB モバイル」の試験サービスを

2002 年 10 月 25 日から開始すると発表した。 
 
 「Yahoo! BB モバイル」は、2.4GHz 帯の

周 波 数 を 活 用 し た 無 線 LAN 規 格

IEEE802.11b に準拠。下り最大 11Mbps の無

線による高速インターネット接続を提供す

る。 
 
 導入されるのは東京都内の喫茶室ルノアー

ル計 10 店舗。一部の店舗では、11 月下旬よ

りブロードバンド電話「BB フォン」の無料

体験サービスを実施する予定としている。 
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 今回の喫茶室ルノアールへのYahoo! BBモ

バイル導入により、Yahoo! BB モバイルのサ

ービス提供拠点は、187 ヶ所（10 月 25 日現

在）となる。 
 
 なお、今後の展開の詳細については、本試

験サービスの結果を十分に検証した上で、改

めて告知するとしている。 
（10/24） 

 
 
Cirrus Logic、SongPro Player に
同社の技術が採用と発表 
 
 Cirrus Logic は、Nintendo Game Boy 
Color と Advance で MP3/WMA の再生が可

能となるプラグインモジュール「SongPro 
Player」に同社の技術が採用されたと発表し

た。 
 
 SongPro 社 の SongPro Player は 、

Nintendo Game Boy Color と Advance 用の

コンパクト軽量なマルチメディアプラグイン

モジュール。MP3/WMA ファイルの再生と、

独自の SongPro Audio (SPA) ファイルによ

り音楽と同時にGame Boyの画面にジャケッ

ト写真や歌詞を表示できる。 
 
 SongPro Player では Cirrus Logic の

EP7312 プロセッサーを採用。オーディオフ

ァイルのデコードとシステム全体の制御、省

電力制御を担当している。Maverick Key 機

能により著作権保護を施されたデジタルコン

テンツの再生も可能となっている。 
 
 SongPro Player は 2002 年 11 月から$99
で発売開始予定。Toys 'R' Us、Best Buy を含

む北米の大手販売店で販売する。2003 年には

世界各国で販売予定となっている。 
（10/24） 

 
 
Macrovision、音楽 CD を拡張す

る規格を発表 
 
 Macrovision は、著作権保護を施しながら

音楽 CD にマルチメディアコンテンツを含め

る拡張規格「SafeAuthenticate」を発表した。 
 
 「SafeAuthenticate」は、著作権保護を施

されたWindows Mediaファイルを収録する。

ユーザーは PC 上の Windows Media Player

でこのファイルを再生したり、HDD に転送

することができる。 
 
 また、「SafeAuthenticate」を施された音楽

CD そのものが鍵となり、ユーザーはボーナ

ストラック内にアクセスするのと同様にアー

ティストのホームページにアクセスすること

ができるようになる。 
 
 「SafeAuthenticate」は、Macrovision の

CD-ROM のコピー保護技術「SafeDisc」を採

用しており、DVD など他の光学メディアへの

拡張も可能としている。 
 
 すでに、世界中で 20 を越える Macrovision
の認定製造業者で対応可能となっている。 

（10/24） 
 
 
オムロンとモバイルキャスト、テ

レマティクス総合ポータルサービ

ス事業で提携 
 
 オムロンとモバイルキャストテレマティク

スは、独立系として日本初のオープンなテレ

マティクス総合ポータル事業の構築を目指し

て、コンテンツ配信用データセンターの設立

と、車載サーバーを共同開発することで合意

したと発表した。 
 
 このオープン型プラットフォームは、様々

なコンテンツを格納したデータセンターと車

載サーバーから構成され、車載サーバーには

KDDI が提供する「CDMA2000 1x」の通信

モジュールを搭載する。 
 
 カーナビゲーション、カーオーディオなど

の車載機器とのインターフェースとしている

ため、端末メーカーを問わず接続が可能とな

っている。 
 
 両社では、第一弾として車載サーバーを共

同開発し、2003 年春にカーオーディオシステ

ムに連動した音声テレマティクス（オンデマ

ンドラジオ）サービスを開始する。 
 
 さらに、KDDI が提供予定の次世代高速デ

ータ通信を使用して、車載ディスプレイを用

いたショートフィルムやコマーシャルなどの

ストリーミング配信や、車と自宅などをシー

ムレスに接続し、映像や音声などの大容量デ

ータの扱えるモバイルブロードバンドサービ

スを計画しているとしている。 
（10/22） 

 
 
エイベックス、携帯電話を利用し

た少額決済システムを発表 
 
 エイベックス ネットワークは、携帯電話を

利用した少額決済システム「avex モバレジ

（＝avex モバイルレジの略称）」を開発した

（特許出願中）と発表した。 
 
 「avex モバレジ」は au およびツーカーグ

ループの「EZweb」を利用した「パソコン連

動決済サービス」に対応したもの。会員登録

は不要で、料金は携帯電話の利用料金と共に

ユーザーに請求される。 
 
 使い方は、まず携帯電話のサービス「avex
モバレジ」から好みの曲数分（1 回に 4 曲 840
円分まで）の金額（1 曲 210 円＜税込＞）を

選び、所定の手続の後に楽曲購入用パスワー

ドが記載された「モバレジクーポン」を入手。 
 次にパソコンを使って配信サイトにアクセ

スし、好きな楽曲をダウンロード。決済画面

で「モバレジクーポン」のパスワードを入力

することで、ダウンロードした楽曲の再生が

可能となる。 
 
 現在提供されている携帯電話を活用したパ

ソコン連動決済サービスは、定額課金（固定

額を支払うことで一定期間使い放題）にのみ

の対応となっているが、「avex モバレジ」で

は従量制課金（利用するコンテンツごとに課

金）にも対応できる。 
 
 最初の導入先として、2002 年 10 月 25 日

（金）午前 9 時からエイベックスの有料音楽

配信サービス「＠MUSIC for WMA」で楽曲

を購入する際の決済システムとして採用され

る。 
 
 今後は、ライブ中継等の映像、壁紙、スク

リーンセーバーの配信など、音楽以外の少額

デジタルコンテンツ決済にも対象を拡大して

いく予定。 
 
 さらに、他の携帯電話キャリア向けの導入

も検討していくほか、エイベックスグループ

以外のコンテンツの決済システムとしての利

用を広く呼びかけていくとしている。 
（10/21） 
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アドテック、MPIO シリーズ 3 機

種を発表 
 
 アドテックは、デジタルミュージックプレ

ーヤー「MPIO シリーズ」の最新モデル 3 機

種 6 モデルを 11 月下旬より発売すると発表

した。価格はすべてオープンプライス。 
 
 「AD-FD10 シリーズ」は、スマートメデ

ィアスロットを装備し、MP3 と WMA の再生

が可能。  
 最上位モデルの「AD-FD10-256S」は

256MB フラッシュメモリを内蔵。ボディカラ

ー は シ ル バ ー 。「 AD-FD10-128B 」 と

「AD-FD10-128R」は内蔵メモリを 128MB
としたモデルで、ボディカラーは 128B がブ

ルー、128R がレッド。  
 本体に132×64ピクセル表示のFSTN液晶

を搭載。日本語表示に対応したバックライト

付きの液晶リモコンが付属し、FM チューナ

ーやボイスレコーダー機能も内蔵し、エアチ

ェックも可能となっている。  
 バッテリは単 3 アルカリ電池 1 本で、約 20
時間の連続再生が可能となっている。本体サ

イズは 63×19×63mm（幅×奥行き×高さ）、

重量は約 63g（本体のみ）。 
 
 「AD-FL10 シリーズ」は、SD カードに対

応し、MP3 と WMA の再生が可能。  
 上位モデルの「AD-FL10-128」は 128MB
フラッシュメモリを内蔵。「AD-FL10-64」は

内蔵メモリを 64MB にしたモデル。  
 本体に132×48ピクセル表示のバックライ

ト付き FSTN 液晶を搭載し、日本語表示もサ

ポート。FM チューナーやボイスレコーダー

機能も内蔵し、エアチェックも可能となって

いる。  
 バッテリは単 4 アルカリ電池 1 本で、約 10
時間の連続再生が可能となっている。本体サ

イズは 74×14×41mm（幅×奥行き×高さ）、

重量は約 45g（本体のみ）。 
 
 「AD-FY10-64」は、スマートメディアス

ロットを装備し、MP3 と WMA の再生が可

能。  
 内蔵メモリを 64MB のみ。アクティブなス

ポーツボディを採用した本体には 3 ライン表

示の STN 液晶を搭載。日本語表示はサポー

トしない。FM チューナーも内蔵している。  
 バッテリは単 3 アルカリ電池 1 本で、約 20
時間の連続再生が可能となっている。本体サ

イズは 87×19×64mm（幅×奥行き×高さ）、

  重量は約 70g（本体のみ）。 
 
 いずれのモデルもセキュア WMA の再生に

対応している。 
（10/18） 

 
 
マイクロソフトと松下、デジタル

メディアの新規格 HighM.A.T.を
開発 
 
 マイクロソフトと松下電器産業は、音楽、

映像、写真のデジタルデータを CD-RW（書

き換え可能な CD）などの記録メディアに記

録 す る た め の 新 し い テ ク ノ ロ ジ ー

「HighM.A.T.（High performance Media 
Access Technology）」を共同開発し、両社の

製品において採用していく計画であることを

発表した。 
 
 「HighM.A.T.」は、ユーザーが写真、音楽、

映像などデジタルコンテンツを CD に保存す

る場合、データを読み取る規格に一貫性がな

く複数の規格が存在することを解決しようと

するもの。 
 
 また、記録メディアやデジタルコンテンツ

情報を検索するためのインターフェースや、

プレイリストや音楽メタデータ、写真や映像

を収録するフォルダなど、表示されるデータ

も規格化する。 
 
 これにより、CD や他の記録メディアを装

填した際の読み込み時間が短縮されるばかり

でなく、DVD プレーヤー、CD プレーヤーと

いった広範なコンシューマ エレクトロニク

ス機器において、簡単な操作でアクセスする

ことが実現される。 
 
 「HighM.A.T.」を採用している CD は、記

録メディアを再生することができるデバイス

と互換性を保つ。また、「HighM.A.T.」はCD-R
にデータを書き込む規格である Joliet 
ISO9660 の規格に準拠する。 
 
 マイクロソフトは、「Windows Media 
Player 9 シリーズ」、および「Windows Movie 
Maker」の次期バージョンより HighM.A.T.
の採用を開始予定としている。また、松下電

器は、2003 年より出荷する同社の CD および

DVD 製品に「HighM.A.T.」を採用していく

予定。 

 
 なお、富士写真フイルムも、今後の製品お

よびサービスにおいて「HighM.A.T.」のサポ

ートを予定。今後、「HighM.A.T.」の仕様を、

コンシューマ エレクトロニクス機器メーカ

ーやソフトウェア開発メーカーにライセンス

供与することにより、広く普及を目指すとし

ている。 
（10/18） 

 
 
Rioport、Ecast と合併 
 
 米 Rioport は、家庭外設置機器へのコンテ

ンツ配信用インタラクティブメディアネット

ワークを提供する米 Ecast と合併すると発表

した。 
 
 存続会社は Ecast で、合併後の新会社の社

名は Ecast。Rioport は Ecast の Rioport 事業

部門として事業を存続する。 
 
 Ecast は 1999 年に設立。デジタル･ジュー

クボックスやエンタテインメント用機器など

家庭外のブロードバンド対応デバイスに対し

て「ペイ・パー・プレイ」（pay-per-play）ベ

ースでエンタテインメント･コンテンツの配

信・管理を行うサービス「インタラクティブ・

メディア･ネットワーク」を提供している。 
 
 イーキャストが配信を手がけているデバイ

スや製品は、アミューズメント装置運営世界

最大手の Leisure Link を通じて、英国内だけ

でなく米国中の施設に設置されている。 
 
 配信コンテンツは、全メジャーレーベルお

よびインディーズ･レーベルの楽曲、ゲームソ

フト世界大手数社のインタラクティブ･ゲー

ム、インターネット上の主要情報源からのス

ポーツ、ビデオソフト、ニュース情報など。 
 
 Rioport は、"e-tailer（音楽配信事業者）"
を通じてパソコンや専用再生機器へのパーソ

ナルな音楽配信を提供している。 
 
 今後は、両社のコアコンピタンスを生かし、

例えばラウンジに置かれたジュークボックス

で pay-per-play の歌を聞き、ジュークボック

ス画面から e-tailer の口座にログオンしその

トラックを購入。このトラックをポータブル

プレーヤーに直接ダウンロードできるように

なるとしている。 
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 なお、Rioport の日本拠点、株式会社リオ

ポートでは、法人の商号変更も含め、詳細は

あらためて発表を行う予定としている。 
（10/17） 

 
 
pressplay に BMG の楽曲も追加 
 
 米 pressplay は、4 社目のメジャーレーベ

ルとして BMG との間で楽曲提供に関する契

約を締結したと発表した。 
 
 この契約により、pressplay の提供楽曲に、

BMGの 12万曲を越えるあらゆるジャンルの

楽曲が加わることになる。 
 
 pressplay は Sony Music Entertainment
と Universal Music Group の合弁事業。2 社

に加えて、EMI Recorded Music、Madacy、
Matador、Navarre、OWIE、Razor & Tie、
Roadrunner、Rounder、Sanctuary といった

レーベルが楽曲を提供している。 
 
 実際のサービスは提携パートナーである

MP3.com、MSN、Roxio、Yahoo を介して提

供されている。 
 
 有料会員制サービスの最新バージョン

「pressplay version 2.0」では、ストリーミ

ング、ダウンロード共に楽曲を無制限に利用

可能にしたほか、ダウンロードした楽曲を携

帯型プレーヤーに転送できるサービスや、イ

ンターネットラジオ局を視聴できるサービス

を追加している。 
（10/16） 

 
 
ビクター、NetMD 対応ミニコン

ポシステムを発表 
 
 日本ビクターは、原音を忠実に再現する新

開発高音質デジタルアンプ「DEUS（Digital 
Emotional Universal Sound）」を搭載した

「Net MD」規格対応のコンパクトコンポー

ネント MD システム「SS-NT1MD-S」を発売

すると発表した。 
 
 デジタルアンプ内で生成されたデジタル信

号と出力アナログ信号を、それぞれにフィー

ドバック させる「ハイブリッド･フィードバ

ック」技術により、増幅回路や電源の変動で

  発生する音質阻害要因を排除し、原音を忠実

に再現する新開発高音質デジタルアンプ

「DEUS」を搭載。 
 
 幅 160mm×高さ 130mm×奥行 240mmの

コンパクトな本体部に、CD、MD、チューナ

ーを凝縮するとともに、各チャンネル最大 30
Ｗのハイパワーを実現している。 
 
 「Net MD」規格に対応し、付属のアプリ

ケーションソフト「INTERJUKE」により、

インターネットの音楽配信コンテンツ、CD、

MP3 や WAV 形式の音楽データをパソコンで

保存・管理し、聴きたい曲を MD に高速転送

できる。 
 
 パソコンの音楽データを USB 経由で再生

する USB オーディオ再生機能も搭載する。 
 
 2002 年 12 月 2 日発売予定で、価格はオー

プン。 
（10/16） 

 
 
松下、ミュージック機能搭載 SD
マルチカメラを発表 
 
 松下電器産業は、異業種合同マーケティン

グプロジェクト『WiLL』の参画商品として、

SD メモリーカードを使用して「動画」「静止

画」「音楽」などが手軽に楽しめる第 2 弾 SD
マルチカメラ「WiLL D-snap」 SV-AV30 を

2002 年 12 月 2 日より発売すると発表した。 
 
 SV-AV30 は SD メモリーカードスロットを

搭載し、SD メモリーカードに記録された

MPEG2-AAC、MP3 ファイルを再生すること

ができる。 
 
 リモコン付ステレオインサイドホンが付属

し、再生、頭出し、早送り、早戻し、音質切

り替え（イコライザー機能）などが操作でき

る。 
 
 本体には著作権保護機能対応 USB 端子を

搭載。付属のＵＳＢケーブルと、別売の SD
オーディオ PC レコーディングソフト

（SH-SS10）を使用すれば、「SD-Jukebox 
Ver.3.0 」 で 記 録 し た 静 止 画 付 の

MPEG2-AAC、MP3 ファイルをパソコンから

チェックアウトが可能。 
 

 「SD-Jukebox Ver.3.0」には人が曲を聴い

た時に受けるイメージを自動的に分析してデ

ータベース化し、フィーリングに合わせた選

曲を瞬時に行うことができる「ミュージック

ソムリエ」機能を搭載、取り込んだ楽曲ごと

に好みの静止画データを添付する機能も搭載

している。 
 
 「SD-Jukebox Ver.3.0」のパッケージには、

USB-SD カ ー ド リ ー ダ が 付 属 す る

「SH-SSK10」とソフト単体の「SH-SS10」
の 2 製品があり、いずれも 2002 年 12 月 2 日

発売。 
 
 SV-AV30 のその他の機能としては、1/4 イ

ンチの 31 万画素 CMOS を搭載し、レンズは

単焦点(F2.35)。デジタルズームは 2 倍。動画

フォーマットは MPEG-4。記録解像度は 320
×240(スーパーファイン /ファイン )/176×
144 ドット(ノーマル/エコノミー)で、最高

15fps(320×240 ドット/スーパーファインモ

ード時)での撮影が可能。 
 
 640×480 ドットでの静止画記録にも対応

し。画質モードはファイン/ノーマル/エコノミ

ーが選択できる。ボイス録音機能にも対応す

る。 
 
 液晶は 2 インチ 20 万画素 TFT。8MB の

SD メモリーカード、AV 入出力を備えた充電

クレードルが付属する。ボディカラーはシル

バー、ブルー、イエロー、ホワイトの 4 色。 
（10/15） 

 
 
ソニー、バイオミュージッククリ

ップ用「OpenMG Jukebox」最新

版公開 
 
 ソニーは、ポータブルオーディオプレーヤ

ー「バイオミュージッククリップ」用の

「OpenMG Jukebox Ver.2.2」を公開した。 
 
 対象製品はバイオミュージッククリップ

MC-S50 ・ S25 、 MC-HP1 、 MC-P11W 、

MC-P10。 
 
 主な変更点は以下の通り 
 
 ・Windows 98/Me/2000/XP への対応  
 ・標準インストール(工場出荷時)で NTFS

が設定されている場合のみ NTFS に対応  
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 ・楽曲ファイルの移動機能をサポート  
 ・サウンドエフェクト/イコライザー機能を

追加  
 ・GUI の変更  
 ・WAVE/MP3/WMA 形式の音楽ファイルを

暗号化せずに、「OpenMG Jukebox」上で

管理/再生できるようになった(ポータブ

ルプレーヤーへチェックアウトする際に

は暗号化が施される)  
 ・音楽 CD から HDD へ録音する際の速度

を向上  
 ・音楽配信(EMD)サービスによる「Net MD

対応楽曲」をすべてのポータブルプレーヤ

ーにチェックアウトできるようになった  
 ・「MUSIC NAVI」CD データベースによ

る「CD 情報取得機能」を追加 
 
 ダ ウ ン ロ ー ド 版  OpenMG Jukebox 
Ver.2.2 アップグレードプログラムと有料の

「OpenMG Jukebox Ver.2.2 アップグレー

ドキット CD ROM」で提供される。  
 ダウンロード版では「HDD CD データベ

ース」機能が利用できない。 
 
 ダウンロード版のファイルサイズは約

65MB。 
（10/11） 

 
 
有線ブロード、9 月末時点の進捗

を発表 
 
 有線ブロードネットワークスは、ブロード

バンド事業（FTTH ブロードバンドインター

ネットサービス）について、2002 年 9 月末時

点の進捗状況を発表した。 
 
 これによると、Web でサービスの申込みを

行なった登録数が 94,040 件、工事日が確定し

ている契約者数が 34,344 件、回線が開通して

いる取り付け数が 18,950 件となり、取り付け

数がひと月で 3,000 件弱の伸びを見せた。 
 
 そのほかの数字を 8 月末時点のものと比べ

ると、登録数で約 4,000 件、契約者数で約

4,000 件の増加となっており、前回計上方法

を変えたことによるかさ上げがなくなってい

る。また、展開エリア数は 89 から 90 となっ

ている。 
（10/10） 

 
 

  富士通テン、ツインハードディス

ク搭載のカーナビ発表 
 
 富士通テンは、カーAV＆ナビゲーション

システム「ECLIPSE（イクリプス）」に、新

たにハードディスクドライブ（以下 HDD）

ナビゲーションシステム「AVN9902HD」を

ラインナップし、2002 年 11 月 1 日より発売

すると発表した。 
 
 「AVN9902HD」は、業界で初めて HDD
を 2 基搭載し、ナビゲーションとオーディオ

それぞれに独立した HDD を使用することで

相互の干渉を防ぎ、ゆとりのある容量で高速

アクセスを実現した。  
 音楽専用 HDD には業界最多の最大 3,000
曲が収録できる「MUSIC JUKE」機能を採

用している。 
 
 MUSIC JUKE はデジタル録音、アナロ

グ録音の両方に対応、音楽 CD などからのデ

ジタル録音を行う場合、再生中の CD を自動

的に録音するオートモード、あるいは録音し

たい曲を選ぶマニュアルモードを選択でき

る。 
 
 HDD には、約 23 万タイトルのアルバム名、

トラック名、アーティスト名、ジャンル名を

含む楽曲データベース（Gracenote 社提供

CDDB）が収録されており、この情報を録音

した音楽ファイルに自動的に付与し、同時に

録音日も記録される。 
 
 圧縮コーデックには ATRAC3 フォーマッ

トを採用。約 1/10 の容量にサイズダウンする

ことができ、音楽専用 HDD に最大 3,000 曲

の収録が可能となっている。 
 
 また、マジックゲートメモリースティック

スロットを搭載し、メモリースティックに収

録された楽曲の再生や壁紙用画像の読み込み

が可能。 
（10/10） 

 
 
9 月末の DSL 加入者数は 420 万 

 
 総務省から2002年9月末時点のDSL加入者

数の速報が発表された。それによると加入者

数は 4,223,216 で、これは前月末の 7.9%増。

増加率は前月から 0.6%のマイナス。 

 

 内訳を見るとNTT東西のフレッツADSLでの

加入者が 1,726,832、他事業者経由の DSL 加

入者が残りの 2,496,384 で、NTT 東西のフレ

ッツ ADSL のシェアは 40.9%と前月から 0.6%

のマイナス。 
（10/10） 

 
 
「Yahoo! BB」会員、9 月末現在

で 100 万人突破 
 
 ソフトバンクは、全額出資子会社ビー・ビ

ー・テクノロジーがヤフーと共同で提供して

いるブロードバンド総合サービス「Yahoo! 
BB」の進捗状況を発表した。 
 
 それによると、Yahoo! BB 会員は 101 万

1000 人、前月比で 12 万 6000 人の増加。ま

た、Yahoo! BB と同時に提供される IP 電話

「BB フォン」の利用登録者数は 52 万人。 
 
 なお、8 月には下り最大 12Mbps の ADSL
接続サービス「Yahoo! BB 12M」の商用サー

ビスを開始。さらに、10 月からは ADSL・IP
電話・無線 LAN 一体型の「Yahoo! BB トリ

オモデム 12M」を用いた試験サービス

「Yahoo! BB 12Ｍ+無線 LAN パック」の提供

も開始されている。 
（10/9） 

 
 
NTT ドコモ、100Mbps の無線伝

送実験に成功 
 
 NTT ドコモは、第 4 世代移動通信システ

ムに向けた無線アクセス実験装置による下り

最大 100Mbit/s、上り最大 20Mbit/s の屋内信

号伝送実験に成功したと発表した。 
 
 この実験は、基地局装置と移動局装置から

構成されている無線アクセス実験装置を用い

たもの。 
 
 今回の伝送実験に用いた無線アクセス方式

は、「VSF-OFCDM（可変拡散率直交周波数･

符号分割多重）」という技術。屋内・屋外或い

は基地局設置密度などのエリア環境や、その

時々の通信条件に応じて、同一の無線インタ

ーフェースで高速パケット通信を可能にす

る。 
 
 第 4 世代移動通信システムについては、国
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際電気通信連合無線通信部門（ITU-R）にお

いてビジョンの検討が進んでおり、国内でも

総務省情報通信審議会答申において、2005 年

までの要素技術の確立及び 2010 年の実用化

を目指した取り組みが始まっている。 
 
 NTT ドコモでは、今回の屋内での伝送実験

成功を受け、今後はフィールドにおける実証

実験の実施も視野に入れつつ、第 4 世代移動

通信システムの無線アクセス方式の研究開発

を引き続き推進していくとしている。 
（10/9） 

 
 
リアルネットワークス、「RealOne 
Player v.2.0」日本語版をリリース 
 
 リアルネットワークスは、RealPlayer の

最新バージョン「RealOne Player v.2.0」日

本語版（Windows 版）を発表した。 
 
 RealOne Player v.2.0 日 本 語 版 は 、

RealPlayer と RealJukebox の機能を統合、

あらゆるデジタルメディアを再生でき、ユー

ザーインターフェースも大きく変更された。 
 ウェブブラウザを搭載し、インターネット

上のあらゆるコンテンツの検索、管理、再生

からオリジナル CD の作成、ポータブルデバ

イスへの転送まで一つのソフトで実現してい

る。 
 
 動画ではハイクォリティなコーデック

RealVideo9 をサポート。またユニバーサルプ

レーヤーとしてWindows Media、QuickTime 
MPEG-4、および DVD を含む 50 種類以上

ものファイルタイプに対応する。 
 
 有料版の「RealOne Player Plus」（価格

4,800 円）と、無償版「RealOne Player v.2.0」
があり、「RealOne Player Plus」では、高ビ

ットレートの MP3 エンコーディングや CD
ケースの印刷など追加機能が利用できる。 
 
 有料版、無償版とも同社のサイトからダウ

ンロードできる。 
（10/9） 

 
 
オンキヨー、ホームネットワーク

オーディオ機器を発表 
 
 オンキヨーは、新開発のネットワークプロ

  トコル：Net-Tune（ネット・チューン）によ

る本格的なホームネットワークオーディオ機

器の第一弾製品：NC-500(S)を発表した。 
 
 Net-Tune は、コンピュータのネットワー

クでは一般的な Ethernet を介して、デジタ

ル音楽を家庭内で配信、従来のオーディオ機

器に匹敵する音質と操作性を実現するオンキ

ヨー独自開発のプロトコル。 
 
 リアルタイムな音楽データの送受信に最適

化した制御方法により、選曲から再生までス

トレスなく、通常のオーディオ機器に匹敵す

る快適な操作性で音楽を再生することが可

能。 
 
 デジタル音楽コンテンツの保護に配慮し、

著作権保護されている音楽データは再生でき

ない。また、ネットワークを経由して音楽デ

ータをデジタル録音することもできない。 
 
 NC-500(S)は、ホームネットワークに

Ethernet ケーブル 1 本で簡単に接続ができ、

ホームサーバーに 蓄積された音楽データを

デジタル転送してストリーミング再生するこ

とができる。 
 
 ホームサーバー内に蓄積された MP3、
WMA、WAV 形式の音楽データから好きな曲

を呼び出して聞くことができる。Ethernet ハ
ブを経由して複数の NC-500 を同時使用する

こともできる。 
 
 D/A 変換の際に発生する有害なパルス性ノ

イズを全く含まず、滑らかな信号を生成して

い く 「 VLSC （ Vector Linear Shaping 
Circuitry)」回路（特許出願中）を搭載、MP3
や WMA などの圧縮データの再生でもハイク

ォリティな音質で楽しむことができる。 
 
 また、ブロードバンド環境が整っている場

合には、インターネットラジオを直接受信す

ることができる。 Imerge 社との提携により、

インターネットラジオのポータルサイトに登

録されたインターネットラジオ局の中からお

好みの局を選択して、世界に流れるラジオ放

送を楽しむことができる。 
 
 NC-500(S)は、2002 年 12 月に発売予定。

希望小売価格は 50,000 円。 
（10/9） 

 

802.11a 製品の呼称「Wi-Fi5」か

ら「Wi-Fi」へ 
 
 Wi-Fi Alliance は、802.11a 規格に対応し

ていると認定した無線 LAN 製品に付けよう

と計画していた呼称「Wi-Fi5」を破棄し、

「Wi-Fi CERTIFIED」ロゴを利用していく

と発表した。 
 
 Wi-Fi Alliance（旧名称 WECA：Wireless 
Ethernet Compatibility Alliance）は、無線

LAN 製品が Institute of Electrical and 
Electronic Engineers（IEEE）の規格に準拠

しているかどうかを認定する業界団体。 
 
 Wi-Fi Alliance では、近く Wi-Fi 認定作業

を開始し、認定された製品のベンダーは製品

パッケージに認定ロゴを貼付することができ

る。 
（10/8） 

 
 
NTT-ME、無線 LAN サービス

「NeoMobile」が Wi-Fi ZONE に

準拠 
 
 エヌ・ティ・ティ  エムイー（略称：

NTT-ME）は、トライアルを開始している無

線 LAN イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス

"NeoMobile(ネオモバイル)"において、Wi-Fi 
Alliance が公衆無線 LAN アクセスの国際標

準規定として策定した"Wi-Fi ZONE"プログ

ラムへ参加すると発表した。 
 
 これにより、"NeoMobile"は、公衆無線LAN
の国際標準ブランドである"Wi-Fi ZONE"に
準拠するサービスとして、Wi-Fi Alliance の

規定する一定の品質・利便性・サービス性を

満たすサービスであることが広く認知される

よう、"NeoMobile"の全アクセスポイント 41
ヶ所において、"Wi-Fi ZONE"ロゴを掲示す

る。 
 
 "Wi-Fi ZONE" は、無線 LAN（通信方式：

IEEE802.11b）機器および公衆無線 LAN サ

ービスの国際的な業界団体である Wi-Fi 
Alliance(ワイファイアライアンス)（旧名称

WECA：Wireless Ethernet Compatibility 
Alliance）が、公衆無線 LAN アクセスの国際

標準規定として策定したもの。  
 この Wi-Fi による無線 LAN パブリックア

クセスの国際標準ブランドとして、単に無線
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機器間の相互接続性の保証だけでなく、公衆

無線 LAN インターネットサービス全般にお

いて、一定の品質・サービスを維持し、各公

衆無線LAN事業者AP間の相互接続を推進す

る事業者であることを証明する。 
 
 NTT-ME では、"NeoMobile"商用化検討を

通じて、より多くの ISP ユーザーが、無線

LAN 事業者の区別無く公衆無線 LAN サービ

スを利用できる AP 相互利用の推進を図ると

共に、"Wi-Fi Alliance"と協調し、広くアジア

圏における"Wi-Fi ZONE"の普及推進に向け

中心的な役割を果たしていくとしている。 
 

（10/8） 
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